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１ 課題を取り上げた理由及び調査の目的

生産牛においては飼料自給率の向上，さとうきびにおいては株出し栽培における管理

作業の省力化が課題となっている中，さとうきび収穫後，ほ場に残っているハカマを肉

用牛農家が所有する飼料作物用機械で集草･ロール梱包･ラッピングする技術を実証･波及

し，その製造物（以下，「ハカマロール」）を飼料として利用できれば，肉用牛農家は

飼料コスト低減を図れる。また，さとうきび農家にとっても，株元からのハカマ除去作

業が省略でき，管理作業が速やかに開始できることで，さとうきびの生育促進による増

収が期待される。そこで，今年度は，ハカマロールの嗜好性と肉用牛農家の需要調査を

行った。

２ 調査の概要

(１ ) 嗜好性調査

①調査農家：肉用繁殖雌牛飼養頭数約10頭～100頭の農家10戸

②給与方法等：R4年3月に回収したハカマロール(ラッピングなし)１個を配付し給与，

給与量は10㎏程度/頭（多頭では1日のみ，少頭で4～10日間）

③調査方法：聞き取り

(２) 需要調査

①調査農家：R4年10月に回収・ラッピングしたハカマロールをサイレージ化した後，

12月の子牛セリ市で展示し，それを見た肉用牛35戸

②調査方法：聞き取り

３ 調査結果

(１ ) 嗜好性調査

(2) 需要調査等

４ 考察

(１ ) 嗜好性調査

牛の嗜好性は良く，土の混入や食べ残しはなかった。利用したい農家が多かった。

(2) 需要調査

発酵しており，匂いが良く，土の混入もなく，飼料として利用すると回答した方が約

60％，試験的に使いたい方23％であり，飼料利用に前向きな方が83％と評価は高かっ

た。

５ 残された課題

回収後のさとうきびの生育調査，回収機械所有者調査，しくみづくり（糖畜連携）

６ 実施者 福元 和宏（畜産部会，肉振協大島支部と連携）

採食の状況

セリ市での展示とアンケート調査

需要調査結果
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